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 塩尻星の会について 

 

 

 光害調査を 

始めたきっかけ 

 光害調査への 

SQMの導入 

 



光害調査結果（2003-2016年） 
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広丘小学校校庭 広丘 

リバーサイドパーク堅石・左岸 広丘 

長野県総合教育センター北側 片丘 

今泉南テクノヒルズ 片丘 

塩尻情報プラザ前 大門 

光害調査の経年変化 

SQM利用 

SQM-L利用 

参考値 



光害調査マップ（2016） 



写真からSQMへ切り替え（事前確認） 

調査地点 日時 SQM1 SQM2 写真 

塩尻市広丘 2005/8/29 21:45 18.93 18.99 19.07 



SQMからSQM-Lへ切り替え 



SQMのメリット 
 1か所の計測時間が短かい 

 １晩で何か所も回れる 
→計測ポイントを増やせる 

→同じ機器、同じ測定者が、同じ空の条件で計測できる 

 

結果がすぐわかる 

 大きく外れる数値をチェックできる 

 検証が早くできる 

 



SQMを導入してみて 
  2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

調 査
地 点
の数 

9 23 18 37 68 78 83 87 82 70 90 90 76 77 

2004年 2009年 

光害調査ポイントの変化 



空の条件（時間変化/透明度） 

時間差
（1.5H）：

0.23 

条件差：
0.70 

時間差
（3H）：0.77 



SQMのデメリット 
明るい場所での計測値がばらつく 

 街灯の影響を受けやすい 

 向きによっても数値が変わる 

 

空の狭い場所での計測に不向き 

 障害物の明るさも測定してしまう 
→暗い木立の中では暗くなる 



デジカメ星空診断との差異 

SQM: 19.95 

Cam：20.0 

SQM: 19.60 

Cam：19.3 

SQM: 19.11 

Cam：19.0 

SQM: 21.10 

Cam：21.2 SQM: 21.08 

Cam：21.2 

SQM: 19.72 

Cam：19.6 

SQM: 20.15 

Cam：20.2 



最後に 
簡単に測定できるためSQM-Lは今後も利用する 

デジカメ診断とも併用することを検討 

計測数値の活用方法について検討 


